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じたことを大きな声で話す」「四：ほかの人の発言をしっ
かりと聞く」、「最初の発問」として、「作品を見て気がつ
いたことを話してください。」と促し、十分に待つ。そし
て、うなづきながら受け止め、良いところも見つけて褒
める。 
  また、ナビゲーションとリレーション（教師の言語活
動）は次のように進める。（一）全体に投げかる「質問、
指示、説明」（ナビゲーション）、（二）児童の意見を明確
にし、考え方の共有を推進する「支援」（リレーション）、
（三）児童に対する賞賛や励ましで、情意に働きかける
「奨励」（リレーション）と続いていく。 
  なお、鑑賞学習の補足として次の方法も追記しておく。
あらかじめ時間をとっておいて作品についての説明を求
められたら、その後、解説を行ってもよい。最後に教師
は今日の学びを確かめる。そこでは教師が、児童の意見
をつないだり整理したりすることで、児童同士の交流を
促し、今日の学びを共有し合う。また、解説を行うとす
るなら次のようにすすめることもできるだろう。 
 【解説の例】（図12参照） 
  １．「このステンドグラスには題名があります。キリス
トの左は『十字架と復活』で右は『山上の説教』でした。
そして右と左は２つで１つ一連の物語になっています。
聖書の一番面のお話が描かれています。本学に入学され
たら礼拝の際に紹介があると思います。」 
  ２．「正面の壁面に掲げられた十字架を挟み、一辺75セ
ンチメートル四方のほぼ正方形のステンドグラスが六枚
ずつ縦に並んで、左右に配置されています。右と左は一
連の物語となっています。皆さんから見て左側の題名は
『十字架と復活』、右側の題名は『山上の説教』です。」 
  ３．「フランスの世界的に著名なステンドグラス作家、
ガブリエル・ロワールの工房で製作されました。学院創
立60周年の1986年に献納され、左のステンドグラスの一
番下には、ロワール工房によるものと記したサインがあ
ります。」 
  ４．「あらためて見ると、どうでしょう？左右とも深い
ブルーの色を基調としています。このステンドグラスは
スラブガラスと呼ばれる特別なガラス素材で作られてい
て、独特の青い光彩を放ちます。なお、この青色は通称
シャルトルブルーといわれています。シャルトルといえ
ば、世界遺産のシャルトル大聖堂がある場所で知られて
います。大聖堂内部のステンドグラスの修復を担当して
いるのがロワール工房です。本学チャペルのものもシャ
ルトル大聖堂と同じ材質のものでつくられています。九
州ルーテル学院大学のチャペルには、このように素敵な
ステンドグラスがありますので、機会があれば、ぜひ本
学に訪れて実際に鑑賞して、本物の良さを味わってみて
下さい。」等 
 
